	10年度 第７回早大中国塾　(11年１月例会)

	謹賀新年、本年もよろしく。昨年12月例会も満員御礼。塚本上海万博日本政府代表から万博の総括、堀内弘司さんから、早大の修士論文として執筆した「和僑」研究についてのこぼれ話、日中経済に詳しいエコノミスト・肖敏捷氏からは、新鮮な日中補完論を伺いました。いずれの講演も参加者に大きな感銘を与えました。
1月例会では、（１）木下早大中国塾長から、新年の中国経済と日中関係の展望について、（２）梅谷庄吉の曾孫の小坂文乃さんから、孫文と梅谷庄吉について、（3）中国人弁護士から、日本ビジネス界が強い関心を持っている中国での大型労働争議や望ましい労務管理について、講演が行われます。最後に、中国塾アシスタントの顧倬豪氏がフランスへの交換留学から帰国しますので、フランスで感じた「こぼれ話」をしていただきます。
久しぶりの方も、初めての方も大歓迎です。奮ってご参加ください。
開催日時
11年１月22日（土）午後1：30～5:30  その後、講師との懇談（自由参加）
演題
1. 「新年ご挨拶。新年の中国経済と日中関係」

2．「辛亥革命100年：孫文と梅谷庄吉」

3．「最近の中国における大型労働争議および日系企業の今後の労務管理」

4．「フランスへの交換留学こぼれ話」
講師
1. 早大 中国塾塾長　木下俊彦
2．松本楼常務取締役企画室長　小坂文乃氏 
3．中国人弁護士　劉新宇氏 
4．早稲田大学会計研究科修士2年　顧倬豪氏
講師略歴
1. 省略

2. 東京生まれ。中高時代は英国で過ごす。立教大学大学院で観光について研究後、Waterford Wedgewood Japanに勤務、その後、日比谷松本楼入社（現在、常務取締役企画室長）。日本亡命中の孫文を財政面で強く支援した梅谷庄吉の曾孫。孫文と梅谷庄吉研究センター顧問、同済大学亜洲太平洋研究中心顧問研究員。上海万博でも日本館イベントホールでも講演。
3. 上海・復旦大学卒業、早稲田大学大学院修了、修士(法学)。90年中国労働省入省、同省直轄の大手企業の総務副部長、法務部長を歴任。95年より弁護士に。01年より丸紅(株)法務部中国法顧問、05年より中国最大規模の渉外法律事務所・北京金杜法律事務所のパートナ―に。主に日系企業に関する貿易・投資関連業務、紛争解決などに従事。合わせて、中国国家外貨管理局法律顧問、在日中国弁護士連合会名誉顧問、中国政法大学大学院特任教授を務める。
4. 上海出身。早稲田大学国際教養学部卒業後、早稲田大学大学院会計研究科修士課程に在学中。
開催場所
早稲田大学（別館）・１９号館、７階・710号室）。地下鉄東西線早稲田駅下車徒歩6－7分。または、ＪＲ高田馬場駅前の早稲田正門行きバスで西早稲田バスストップ下車。グランド坂を２分下る。アジア太平洋研究科が入居している10Ｆ建てビル。
主催
早大中国塾塾長木下俊彦（早大産業経営研究所特別研究員。福岡県留学支援センター日本文化塾名誉塾長。（株）アジア人材開発顧問他）。携帯090-83134403
Email: toshi-kinoshita@nifty.com　
連絡
担当
Mr. 談万青（上海駐在、PriceWaterHouse Coopers勤務）。
(アシスタント)Mr. 顧倬豪（早大商学研究科、フランスへの交換留学から帰国したばかり）＋Mr. 陳天駿(早大・国際教養学部3年)。（携帯）090-4187-8886、Mail: ctjboy@hotmail.com
後援
中国留学生交流支援立志会（代表：五十嵐貞一氏）

（株）アジア人材開発（代表：折敷瀬興氏）

福岡県留学生サポートセンター日本文化塾（代表：青木麗子氏）

日中産学官交流機構（事務局長：柳瀬豊昭氏）
早稲田大学中華経済研究所（代表：林華生教授）



	


